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若
松
の
み
ど
り
い
き
る
ゝ
山
は
ら
に
、

　
　
　
わ
が
足
お
と
の

　
　
　
　
　
い
と
も
か
そ
け
さ

 

（「
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
」）

 
釈
　
迢
空

「
山
」

　

３
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
の
な
い
５
月
の

大
型
連
休
が
訪
れ
た
。
東
海
道
新
幹
線
の

利
用
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年
比

で
約
８
割
、
昨
年
比
で
約
２
・
７
倍
と
な

り
、
３
１
０
万
人
ほ
ど
が
利
用
し
た
▼
今

年
は
鉄
道
開
業
か
ら
１
５
０
周
年
だ
。
開

業
時
は
新
橋
か
ら
横
浜
間
の
29
㌔
だ
っ
た

が
、
令
和
元
年
度
末
に
は
旅
客
鉄
道
の
営

業
キ
ロ
総
延
長
距
離
は
約
２
８
０
０
０
㌔

と
な
り
、
特
に
都
市
部
で
は
日
常
を
支
え

る
重
要
な
移
動
手
段
だ
▼
４
月
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
「
地
方
公
共
交
通
の
在
り
方
を
前

向
き
に
議
論
す
る
き
っ
か
け
」
と
し
て
、

赤
字
路
線
の
収
支
状
況
を
初
め
て
公
表
し

た
。
１
０
０
円
の
運
賃
収
入
を
得
る
た
め

に
、
２
５
０
０
０
円
以
上
の
経
費
が
必
要

と
い
う
路
線
も
あ
っ
た
▼
少
子
高
齢
化
や

過
疎
化
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
な
ど
は
鉄

道
の
運
行
や
維
持
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
平

成
12
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
で
全
国

45
路
線
、
約
１
２
０
０
㌔
の
鉄
道
が
廃
止

と
な
っ
た
▼
鉄
道
を
め
ぐ
る
困
難
な
状
況

が
あ
る
一
方
、
２
０
１
０
年
代
か
ら
Ｊ
Ｒ

各
社
が
導
入
す
る
豪
華
列
車
の
旅
行
は
人

気
だ
と
い
う
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
客
車
で

の
滞
在
や
食
堂
車
で
提
供
さ
れ
る
地
場
産

食
材
の
料
理
、
訪
問
先
の
ツ
ア
ー
な
ど
、

単
な
る
移
動
手
段
を
超
え
た
体
験
価
値
が

売
り
だ
そ
う
だ
▼
普
段
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
利
用
す
る
鉄
道
だ
が
、
そ
の
背
景
に

は
現
代
社
会
の
課
題
や
新
た
な
取
り
組

み
、
過
去
の
悲
惨
な
事
故
か
ら
の
教
訓
、

安
全
な
運
行
へ
の
関
係
者
の
努
力
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
節
目
の
年

に
、
い
つ
も
と
違
う
目
線
で
鉄
道
を
見
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
５
月
１

日
、
神
殿
鎮
座
記
念
祭
を
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
神
殿
で
斎
行
し
た
。

　

当
日
は
、
斎
主
の
北
澤
薫
神
殿
奉

斎
員
（
神
道
研
修
事
務
部
長
）
ら
が

奉
仕
し
、
佐
栁
正
三
理
事
長
、
針
本

正
行
学
長
ら
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役

教
職
員
が
参
列
し
た
。
令
和
２
年

度
、
３
年
度
と
緊
急
事
態
宣
言
下
で

の
斎
行
と
な
っ
た
た
め
参
列
者
を
限

定
し
て
い
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
学
生

に
よ
る
神
楽
舞
の
奉
仕
も
行
わ
れ

た
。

　

斎
主
に
よ
る
祝の

り

詞と

奏
上
で
は
、
11

月
に
本
法
人
の
創
立
１
４
０
周
年
を

控
え
る
な
か
、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
学
生
・
生
徒
・
園

児
、
役
教
職
員
ら
が
勉
学
、
研
究
な

ど
に
励
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

佐
栁
理
事
長
は
祭
典
終
了
に
あ
た

り
「
創
立
１
４
０
周
年
の
節
目
に
あ

た
り
、『
伝
統
に
立
つ
改
革
、
そ
し

て
未
来
へ
』
と
し
て
中
期
５
カ
年
計

画
を
策
定
し
た
。
教
育
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
ま
す
が
、
本

法
人
が
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
く
た
め
に
も

１
５
０
周
年
、
２
０
０
周
年
を
見
据

え
『
オ
ー
ル
国
学
院
』
の
も
と
、
一

致
団
結
し
て
ほ
し
い
」
と
参
列
者
に

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

本
学
神
殿
は
、
昭
和
５
（
１
９
３

０
）
年
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
鎮

座
さ
れ
、
今
年
で
鎮
座
92
年
と
な

る
。
今
後
、
創
立
１
４
０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
築
す
る
予
定
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

長
期
化
す
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

学
生
に
深
く
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
国

学
院
大
学
法
学
会
は
４
月
18
日
、
特
別

企
画
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
考
え
る
」

を
開
い
た
。
法
学
部
の
宮
内
靖
彦
教
授

（
国
際
法
）
と
、
佐
藤
俊
輔
准
教
授

（
国
際
政
治
）
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
至
っ
た
経
緯
と
背
景
、
国
際
社
会
と

国
際
法
へ
の
影
響
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
か
ら
論
じ
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
准
教
授
が
今
回
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
背
景
と
な
る
歴
史
的
経

緯
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
侵
攻
の
要
因
を
分
析
し
た
。
最
初

に
歴
史
的
経
緯
と
し
て
、
２
０
１
３
年

以
降
の
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
運
動
や
ロ
シ

ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
東
部
の
ド
ン
バ
ス
紛
争
の
状
況
が
解

説
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
要
因
に
つ
い
て
４
つ
の
要
因
を

分
析
す
る
形
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
、
宮
内
教
授
は
国
際
法
か
ら
見

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
論
点
に
つ
い
て

「
国
際
法
上
は
安
全
保
障
と
国
際
人
道

法
、
こ
の
２
つ
の
枠
組
み
に
分
け
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上

で
、「
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の

有
効
性
に
つ
い
て
２
つ
の
懸
念
点
が
あ

る
」
と
指
摘
。
１
つ
目
は
今
回
、
安
全

保
障
理
事
会
（
安
保
理
）
の
常
任
理
事

国
で
あ
る
ロ
シ
ア
が
「
武
力
行
使
を
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
国
連
憲
章
の

原
則
に
正
面
か
ら
違
反
し
た
こ
と
、
２

つ
目
は
常
任
理
事
国
が
対
立
し
た
り
、

拒
否
権
を
行
使
し
た
り
し
て
安
保
理
が

機
能
し
な
く
な
る
こ
と
だ
。
企
画
の
後

半
は
学
生
か
ら
活
発
な
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
た
。
中
面
で
は
当
日
の
内
容
を

詳
報
す
る
。

ウクライナ侵攻を考える
法学部宮内教授と佐藤准教授が特別企画

６・７面に関連記事

２
面
に
関
連
記
事



学校法人国学院大学
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「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の
公
共
性
と

独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
11
月
、
前
身
と

な
る
皇
典
講
究
所
が
明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
１
４
０
年
を
迎
え

る
。
こ
の
た
び
、
法
人
理
事
会
は
周
年
記
念

事
業
と
し
て
次
の
各
行
事
・
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
（
別
表
）。

　

今
後
、
佐
栁
正
三
理
事
長
の
も
と
、
各
事

業
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

創立１４０周年記念事業が決定
■記念行事

実施日 内　容
11月１日 創立記念祭
11月４日 創立140周年記念式典、創立140周年記念講演、創立140周年記念祝賀会

■記念事業
事業名 概　要

新学部「観光まちづくり学部」
新設（完了）

４月に新設された「観光まちづくり学部観光まちづくり学科」は、「地域を見つめ、地域を動かす」を理念と
して掲げ、これまでの教育研究を礎に、文系・理系の枠を超えた学びを提供する。日本各地の歴史や文化を学
び、持続可能な「まちづくり」とは何かを考え、地域に貢献できる人材の育成を目指す。

神殿造
ぞう

替
たい

および境内整備事業
渋谷キャンパスの神域に、明治神宮から寄贈された神殿を改装装飾して造営するとともに、境内整備を行う。
それに伴い、現在の神殿（昭和５〈1930〉年５月ご鎮座）をたまプラーザキャンパスに移築して改装を行うこ
とで、耐用年数を延伸させ、伝統的建造物として保存する。

萬葉集全注釈『萬葉集正義』
出版事業

『萬葉集』全20巻の注釈書の出版を行う。本学では、これまでにも数々の古典注釈を刊行しており、国学・国
文学の普及に努めてきた。『萬葉集』注釈としては折口信夫博士（国文学者・民俗学者、1887-1953）や武田
祐吉博士（国文学者、1886-1958）などの研究があり、それらを継承・発展させつつ『萬葉集正義』として新
たな注釈書を編さん・出版する。これにより、日本文化研究をけん引する大学としての社会的意義を果たす。

『140周年記念誌』編さん事業
創立130周年以降、社会変化が進む中でも大学で人間開発学部子ども支援学科の新設やたまプラーザキャンパ
ス再開発などに着手し、着実に歩みを進めてきた。この間の10年の大学での歩みをまとめた冊子を編さんし、
各種事業や取り組みを掲載することで、校史の歴史を刻む。

創立140周年記念展「近代工芸の精華
―有栖川宮家・高松宮家の名品と
金子皓彦コレクション―」

有栖川宮家の祭
さい

祀
し

を継承された高松宮宣仁親王妃喜久子殿下のご高配により、本学では有栖川宮家ならびに高
松宮家ゆかりの品々を収蔵している。両家伝来の品々に加え、寄木細工の世界的コレクターでもある院友の金
子皓彦氏（昭39卒・72期史）のコレクションも展示し、明治期に輝いた日本の緻密で壮麗な近代工芸の数々を
展示する記念展を行う。

創
立
１
５
０
周
年
に
向
け

５
ヵ
年
基
本
方
針
を
策
定

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
令
和

８
年
度
ま
で
の
教
育
・
研
究
の
基

本
方
針
で
あ
る
「
中
期
５
ヵ
年
計

画
（
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ 

２
０
２
２
―
２
０
２

６
）
」
を
決
定
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
少
子
高
齢
化
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
の
在
り
方

の
変
容
な
ど
学
校
法
人
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
が
激
変
す
る
な
か
、

今
後
の
５
年
間
で
本
法
人
が
取
り

組
む
基
本
計
画
を
ま
と
め
た
も

の
。

　

法
人
の
基
本
方
針
で
は
創
立
１

５
０
周
年
を
見
据
え
、「
法
人
組

織
の
強
化
」
や
「
絶
え
ず
変
化
す

る
環
境
に
対
応
で
き
る
人
材
の
積

極
的
な
養
成
」、「
社
会
貢
献
」
を

掲
げ
た
。
大
学
で
は
将
来
像
を

「
知
の
創
造
。
日
本
を
み
つ
め
、

未
来
を
ひ
ら
く
」
と
し
、
教
育
目

標
と
し
て
「『
問
い
直
す
』『
学
び

合
う
』『
共
に
生
き
る
』」
と
定
め

た
（
別
表
）。

　

今
後
、
計
画
終
了
年
度
の
令
和

８
年
度
に
向
け
、
法
人
傘
下
諸
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
像
と
教
育

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予

定
。

国
学
院
大
学
の
行
動
計
画

戦 略

１
共生社会を創り出す人材の輩出
　多様性や共生社会をテーマとした研究を学部横断的に行うプラットフォームを構築し、それに基づく体系的なカリキュラムを整備するとと
もに、低学年次からのキャリア支援により、共生社会を担う人材を輩出する。

戦 略

２
さまざまな背景を持った学生・教職員が共に学び合えるキャンパスの実現
　留学生や社会人の受け入れを積極的に推進するとともに、ＤＸ（Digital Transformation）構想を進め、時間的、空間的制約を受けない学
修の場や学び合う機会を提供する。出自や文化的背景、思考様式の異なる他者と学び合うことで、多様性の理解を促しながら、共生社会で生
きていくすべを身につけ、新たな知を創造するキャンパスを実現する。

戦 略

３
建学の精神に基づく、日本を学ぶ体系的なカリキュラムや研究を推進する環境の整備
　日本と日本文化に関する研究の蓄積を生かし、機構と学部の横断的な研究へ発展させ、その成果を教育に還元していく。さらに、共通教育
科目を中心に日本を体系的に学ぶカリキュラムや仕組みを整備し、建学以来、日本に関する教育研究を推進してきた本学の特長をより強固な
ものにしていく。

戦 略

４
大学を中心とした多様なネットワークの構築
　これまで進めてきたさまざまな連携をさらに拡大し、教育機関、企業、地域や官公庁などとのネットワークを構築する。互恵的な事業を展
開することで、相互に固有の価値が形成され、高められていくような取り組みをしていく。さらに、国際的なプロジェクトの推進など、グロ
ーバルネットワークの構築も行う。

戦 略

５
教職員の多様性の確立と、働きやすい職場の実現
　採用方針の策定や職場環境の整備により、女性教員比率や若手教員比率を向上させる。事務局組織においては、規模を新学部設置に合わせ
て拡大し、法人全体で進めているＤＸ構想やオンラインの活用により業務効率を上げ、教育・研究・管理運営支援の機能を強化する。職場環
境の計画的な改善により多様性を尊重した活力ある組織を構築していく。

国学院大学の将来像・教育目標

　創立150周年に向けて、法人組織を強化
するとともに、絶えず変化する環境に対応
できる人材を積極的に養成し、社会に貢献
する学校法人を目指す。

［法人の基本方針］

【教育研究の推進】
　Ⅰ  「日本」を知る教育研究の推進と発信
　Ⅱ 共生社会を支える人材の育成
【絆と誇りの涵

かん

養
よう

】
　Ⅰ 法人組織・仕組みの強化
　Ⅱ 教育研究環境の充実

［達成に向けた戦略］

　大学は、単なる知識の伝達の場ではな
く、教員と学生、学生と学生とが共に学び
合い、学生の知を日々新たにするととも
に、既存の知を問い直し、知識を創造する
場。本学は、未来の共生社会を創り出す人
材を育成し、これまでの知の蓄積を踏まえ
て、物事の本質を究め、日本の淵源に思い
をいたし、未来をひらく大学となる。

［将来像］ 知の創造。 
日本をみつめ、未来をひらく

［教育目標］ 「問い直す」「学び合う」 
「共に生きる」
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郎
、
川
平
朝
令
、
末
吉
安
恭
、
喜
舎
場
永
珣

ら
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
琉
球

の
王
朝
祭
祀
、
女
人
司
祭
の
ノ
ロ
・
ツ
カ

サ
、「
ま
ぶ
い
」
と
い
う
霊
魂
観
、「
す
で

水
」
と
い
う
再
生
の
水
、
神
の
嫁
と
な
る
女

性
た
ち
な
ど
、「
や
ま
と
」
の
古
代
と
も
結

び
つ
く
王
府
の
文
化
や
民
俗
文
化
を
発
見
す

る
。
そ
し
て
、
記
紀
や
『
萬
葉
集
』
に
あ
る

「
常
世
」
を
沖
縄
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と
関
連

づ
け
て
常
世
論
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。
海
彼

か
ら
来
訪
す
る
神
が
、
現
に
八
重
山
に
は
ア

ン
ガ
マ
ア
、
ア
カ
マ
タ
・
ク
ロ
マ
タ
、
マ
ユ

ン
ガ
ナ
シ
と
し
て
祭
ら
れ
、
こ
う
し
た
来
訪

神
に
「
ま
れ
び
と
」
の
名
辞
を
与
え
、
日
本

人
の
神
観
念
や
文
学
・
芸
能
の
発
生
に
つ
い

て
壮
大
な
理
論
を
構
築
し
て
い
る
。

　

沖
縄
に
は
、
昭
和
10
年
末
か
ら
11
年
１
月

に
教
え
子
で
も
あ
る
院
友
の
大
城
元
長
、
島

袋
全
幸
ら
の
招
き
で
藤
井
春
洋
を
連
れ
て
渡

る
が
、
折
口
は
琉
球
・
沖
縄
の
文
化
に
接

し
、
こ
れ
を
自
己
の
学
問
の
中
に
取
り
込
ん

で
い
く
つ
も
の
文
化
理
論
を
構
想
し
た
と
い

え
る
。
折
口
学
の
根
底
に
は
琉
球
・
沖
縄
が

あ
る
の
は
確
か
で
、
昭
和
11
年
５
月
に
東
京

で
琉
球
古
典
芸
能
大
会
を
催
し
、
琉
球
舞
踊

と
組
踊
を
国
内
に
広
く
紹
介
し
た
の
も
折
口

で
あ
っ
た
。

 

文
学
部
教
授　
小
川
直
之

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
世ゆ

と

な
っ
た
沖
縄
へ
行
く
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必

要
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
折
口
信
夫

は
、
昭
和
21
年
に
復
刊
さ
れ
た
『
時
事
新

報
』
の
８
月
29
日
号
か
ら
３
回
「
沖
縄
を
憶

ふ
」
と
題
し
て
、
沖
縄
の
島
び
と
へ
の
想

い
、
沖
縄
の
民
俗
芸
術
が
も
つ
特
色
な
ど
を

書
い
て
い
る
。
そ
の
一
節
に
は
、

　

我
々
と
、
島
の
兄
弟
と
が
、
血
と
歴
史
に

お
い
て
、
こ
ん
な
に
親
近
な
関
係
に
あ
つ
た

こ
と
を
、
本
土
と
、
島
の
全
日
本
に
、
も
つ

と
早
く
学
問
の
上
か
ら
呑
み
こ
ま
せ
て
置
か

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て

も
離
れ
る
こ
と
の
出
来
ぬ
繋
が
り
と
、
因
縁

と
を
、
な
ぜ
は
つ
き
り
告
げ
て
置
か
な
か
つ

た
の
か
と
言
ふ
後
悔
が
、
此
頃
頻
り
に
私
の

心
を
噛
む
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
心
の
奥
底
か
ら
の
島
び
と

や
全
国
に
向
け
て
の
叫
び
と
い
え
る
。
昭
和

27
年
１
月
に
は
『
琉
球
新
報
』
に
「
干
瀬
の

白
波
」
を
寄
せ
、未
だ
行
方
が
し
れ
な
い
親

し
い
人
た
ち
に
何
と
か
想
い
を
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

折
口
の
こ
う
し
た
気
持
ち
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
自
身
の
学
問
形
成
や
組
踊
・
舞
踊
・

芝
居
、
島
々
の
民
俗
芸
能
と
い
っ
た
沖
縄
芸

能
へ
の
深
い
思
い
に
基
づ
く
と
い
え
る
。
柳

田
國
男
が
沖
縄
か
ら
の
帰
郷
後
に
『
東
京
朝

日
新
聞
』
に
連
載
し
た
「
海
南
小
記
」
を
綴

じ
て
読
み
、
大
正
10
年
と
大
正
12
年
に
は
、

沖
縄
島
を
巡
り
、
久
高
島
・
津
堅
島
・
伊
平

屋
島
に
も
渡
り
、
さ
ら
に
は
宮
古
島
を
経
て

石
垣
島
を
訪
ね
て
い
る
。
２
回
の
民
俗
採
訪

で
は
伊
波
普
猷
、
島
袋
盛
敏
、
島
袋
源
一

大正12年「沖縄採訪記」の記載、
石垣島名蔵御嶽の供物図（同）

折
口
信
夫
と
沖
縄
文
化

 
 

折
口
学
の
根
底

第

回
42

「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て
の
公
共
性
と

独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご

寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
４
年
３
月
ま
で
別
表
の
通
り
、
多
方

寄付者 寄付目的 寄付金額 寄付月日
国学院大学院友会徳島県支部
支部長　後藤　立夫 教育・研究振興支援 20,000 令和３年10月 ５日
宗教法人乃木神社
代表役員　加藤　司郎 教育・研究振興支援（研究開発推進センターが実施する乃木神社に関する研究の支援） 600,000 令和３年10月11日

關橋　淳 課外活動支援（硬式野球部）

1,000 令和３年10月29日
1,000 令和３年11月30日
1,000 令和３年12月30日
1,000 令和４年 １月31日
1,000 令和４年 ２月28日
1,000 令和４年 ３月31日

公益財団法人末延財団
理事長　滝澤　正 学生・生徒等の活動支援（法学部・法学研究科） 1,000,000 令和３年11月 ５日
土屋　紀生 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和３年11月16日
NPO法人広報駆け込み寺
代表　三隅　説夫 学生・生徒等の奨学基金 300,000 令和３年11月22日
宮坂　皆雄 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和３年11月26日

菊地　要之介 課外活動支援（国学院大学久我山高等学校野球部） 10,000 令和３年11月30日
5,000 令和４年 ４月15日

土肥　充 施設・設備充実支援 300,000 令和３年11月30日
匿名 課外活動支援（硬式野球部） 50,000 令和３年11月30日
矢嶌　奈津江 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山高等学校） 5,000 令和３年11月30日
渡邉　一彦 施設・設備充実支援 100,000 令和３年11月30日
麻生　繁 学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和３年12月 １日
河村　好章 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山中学校） 100,000 令和３年12月15日
新澤　裕介 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山高等学校） 10,000 令和３年12月15日
株式会社　KOJIMA SPORTS
代表取締役　小島　光顕 施設・設備充実支援（相模原グラウンド修繕費用） 486,000 令和３年12月22日
髙橋　一行 施設・設備充実支援（渋谷・たまプラーザ両キャンパス拡充、新校地取得） 50,000 令和３年12月24日
九國会
会長　佐久間　進 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部・硬式野球部） 200,000 令和３年12月28日
石神　陽子 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山高等学校） 10,000 令和３年12月30日
平野　英輔 課外活動支援（マンドリンクラブ） 10,000 令和３年12月30日
山本　周典 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和３年12月30日

上脇　辰三 課外活動支援（国学院大学久我山高等学校ラグビーフットボール部） 5,000 令和４年 １月17日
課外活動支援（国学院大学久我山高等学校バスケットボール部） 5,000 令和４年 １月17日

黛　和夫 教育・研究振興支援 5,000 令和４年 １月17日
近畿日本ツーリスト株式会社
東京私学教育旅行支店
支店長　板倉　正

学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山中学高等学校） 300,000 令和４年 １月28日

高橋　美貴 学生・生徒等の奨学基金 5,000 令和４年 １月31日
高橋　理沙 課外活動支援（陸上競技部） 100,000 令和４年 １月31日
福田　由美子 教育・研究振興支援（文学部日本文学科近代文学専攻） 200,000 令和４年 ２月 ８日
相模原市大野台ソフトボール部
有志代表　佐藤　忠司 学生・生徒等の奨学基金 27,000 令和４年 ２月14日
株式会社アルク
代表取締役　實川　利光 学生・生徒等の奨学基金 60,000 令和４年 ２月18日
株式会社エデュース
代表取締役　松本　雄一郎 学生・生徒等の奨学基金 1,300,000 令和４年 ３月10日
国学院大学院友神職会
会長　 松山　文彦

教育・研究振興支援（ライシャワー研究所留学奨学資金、研究開発推進センター学術
研究資金、神道文化学部活動支援資金） 6,500,000 令和４年 ３月14日

一般財団法人国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗 学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和４年 ３月15日
橋本　憲市郎 課外活動支援（吹奏楽部） 200,000 令和４年 ３月15日
東京都神社庁
庁長　小野　貴嗣 施設・設備充実支援（令和３年度神職養成の事務機器等購入費として） 350,000 令和４年 ３月16日
宮嶋　勝康 課外活動支援（国学院大学久我山高等学校野球部） 10,000 令和４年 ３月24日
アルパインマーケティング株式会社
取締役社長　石田　宗樹 学生・生徒等の活動支援（国学院大学久我山高等学校野球部） 200,000 令和４年 ３月31日
伊奈　雄二 課外活動支援（弓道部） 1,000 令和４年 ３月31日
川村　英史 課外活動支援（国学院大学久我山高等学校野球部） 10,000 令和４年 ３月31日

令和３年度指定寄付者一覧（敬称略） 令和３年10月１日～令和４年３月31日（単位：円）

面
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳

名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
寄
付
は
、
専
用
用
紙
に
よ
る
申
し
込
み

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る

申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
詳
細
は
９
面
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。 

（
総
務
部
総
務
課
）

昭
和
10
年
12
月
、沖
縄
に
向
か
う
船
上
に
て（
国

学
院
大
学
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
所
蔵
）
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「
達
人
か
ら
学
ぶ
人
間
開
発
〜
自
分

を
拓
く
、
未
来
を
拓
く
〜
」
と
銘
打
っ

た
人
間
開
発
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
第
１
回
Ｂ
ｌ
ｏ

ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
レ
ク
チ
ャ
ー
が
４
月
16

日
、
対
面
と
ラ
イ
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
方
式
で
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人

の
聴
講
者
を
前
に
、
プ
ロ
野
球
・
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
前
監
督
の
工

藤
公
康
氏
が
「
潜
在
能
力
を
引
き
出
す

力
」
と
題
し
て
講
演
し
た
＝
写
真
（
上

下
と
も
）。

　

富
田
一
誠
セ
ン
タ
ー
長
（
人
間
開
発

学
部
教
授
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
野
球
が
好
き
で
は

な
く
、
父
親
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
や
る
以
上

は
早
く
上
手
に
な
り
た
く
て
週
刊
誌
に

掲
載
さ
れ
た
分
解
写
真
で
一
流
選
手
の

フ
ォ
ー
ム
を
ま
ね
す
る
な
ど
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
努
力
を
続
け
た
」
と
自
ら
の
野

球
人
生
を
振
り
返
っ
た
工
藤
氏
。「
潜

在
能
力
は
み
ん
な
が
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
自
覚
し
、
引
き
出
す
訓
練
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頑
張
ろ
う
と
す
る

自
分
が
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
、

「
高
校
時
代
に
あ
ら
ゆ
る
ミ
ス
を
犯
し

て
負
け
た
試
合
も
あ
っ
た
が
、
独
自
の

練
習
を
半
年
ほ
ど
続
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
身
に
着
け
た
。
こ
の
時
に
学
ん
だ

の
は
、
集
中
し
た
練
習
で
能
力
は
引
き

出
せ
る
と
い
う
こ
と
。
集
中
力
と
潜
在

能
力
の
関
連
は
大
き
い
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
若
手
時
代
の
ア
メ
リ
カ
修

行
で
現
地
選
手
が
解
雇
と
い
う
苦
境
に

直
面
し
て
も
自
分
の
力
を
信
じ
る
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
野
球
に
対

す
る
意
識
を
変
え
た
経
験
を
踏
ま
え

て
、「
今
日
は
頑
張
っ
た
と
思
え
る
日

を
ど
れ
だ
け
作
れ
る
か
が
大
事
。
み
ん

な
で
や
る
練
習
は
た
い
し
た
も
の
で
は

な
い
。
そ
こ
か
ら
自
分
で
何
を
や
る
か

だ
が
、
そ
の
時
に
目
的
を
持
つ
こ
と
が

必
要
」
と
強
調
し
た
。

　

一
方
、「
現
役
を
引
退
し
未
経
験
だ

っ
た
テ
レ
ビ
の
仕
事
で
選
手
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
は
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
話

す
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
他
者
か
ら

の
刺
激
に
よ
っ
て
潜
在
能
力
が
引
き
出

さ
れ
る
こ
と
を
紹
介
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

を
３
度
の
パ
・
リ
ー
グ
制
覇
と
５
度
の

日
本
一
に
導
い
た
監
督
時
代
の
経
験
と

し
て
は
、「
育
っ
て
も
ら
い
た
い
選
手

と
は
交
換
日
記
を
し
た
。
本
音
を
書
い

て
も
ら
い
、
自
分
も
本
音
で
返
す
こ
と

で
分
か
り
あ
え
た
部
分
も
大
き
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
人
は
自
分
の
限
界
を

浅
く
思
い
が
ち
な
の
で
、
能
力
を
引
き

出
す
に
は
本
音
を
知
る
こ
と
も
重
要
」

と
し
、「
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
に
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
し

ん
ど
い
と
か
意
味
が
な
い
と
思
わ
ず
に

心
が
負
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
。
困
っ
た
時
に
我
慢
し
て
ク
リ
ア
す

る
こ
と
で
思
っ
て
も
み
な
い
力
が
出
て

く
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

工
藤
氏
、「
挑
戦
で
潜
在
能
力
引
き
出
せ
」

第
１
回
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
レ
ク
チ
ャ
ー

　

国
学
院
大
学
内
で
行
う
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ
」
の
今
年
度

第
１
回
が
４
月
14
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
約
80
人
が
交
流
を
深
め
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
留
学
生
と
本
学
学
生
が

１
時
間
程
度
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
と
し
て

雑
談
を
行
う
気
軽
な
国
際
交
流
の
場
で
、

令
和
２
年
度
、
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
留

学
生
の
来
日
が
叶
わ
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
は
３
月
に
来
日
し
た
留
学
生
の
歓

迎
会
を
兼
ね
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

し
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
人
数
制
限
や
飲

食
を
控
え
る
な
ど
の
感
染
予
防
策
も
講
じ

ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
星
野
靖
二
国
際
交
流
推
進

部
委
員
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）
が

「
３
年
ぶ
り
に
留
学
生
を
本
学
に
迎
え
ら

れ
嬉
し
く
思
う
。
ぜ
ひ
充
実
し
た
留
学
に

し
て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　

続
い
て
、
留
学
生
た
ち
が
日
本
語
を
交

え
自
己
紹
介
を
行
う
と
、
会
場
か
ら
は
歓

迎
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
こ
ん
な
人
見
つ

け
た
！
」
ゲ
ー
ム
は
、「
今
月
が
誕
生
日

の
人
」「
ス
ペ
イ
ン
語
で
友
達
と
言
え
る

人
」
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
記
載
さ
れ
た

用
紙
が
配
ら
れ
、
当
て
は
ま
る
参
加
者
を

探
す
と
い
う
も
の
。
参
加
者
は
英
語
や
日

本
語
な
ど
で
互
い
に
質
問
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
、
会
場
に
は
多
く
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
た
。
様
子
を
見
守
っ
た
岩
瀬
由
佳
国

際
交
流
推
進
部
長
（
文
学
部
教
授
）
は

「
本
日
を
き
っ
か
け
に
楽
し
く
交
流
を
深

め
て
ほ
し
い
」
と
今
後
の
学
生
間
交
流
に

期
待
を
寄
せ
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
は
「
国
学
院
大
学
の

学
生
と
も
友
人
に
な
れ
楽
し
か
っ
た
。

た
く
さ
ん
交
流
を
し
て
い
き
た
い
」「
勉

強
、
交
流
を
通
じ
て
日
本
文
化
や
日
本
の

方
の
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
充
実
し
た
様
子
で
語
っ

た
。
本
学
学
生
も
「
よ
う
や
く
各
国
の
学

生
と
直
接
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
嬉

し
い
」
と
交
流
を
待
ち
望
ん
で
い
た
様
子

だ
っ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
、
毎
週
木

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

学内国際交流企画 ３年ぶり対面実施
交換留学生らと本学学生が交流

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
る
学
生
た
ち

ゲ
ー
ム
の
資
料
も
日
本
語
、英
語
併
記
で
用
意
さ
れ
た
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▶ 欧州安全保障協力機構（Organization for Security and Co-
operation in Europe）

　 　1975年に欧州安全保障協力会議として設立された。
1995年よりＯＳＣＥへ名称を変更。北米、欧州、中央ア
ジアの57カ国が加盟している世界最大の地域安全保障機
構。安保問題の政治的対話の場の提供などにより、政治・
軍事、経済、人権などを含むさまざまな課題に取り組む。
本部はウィーン（オーストリア）。

▶ 独立国家共同体（Commonwealth of Independent States）
　 　ソビエト連邦が崩壊する際に、同連邦を構成していた
15カ国中12カ国が参加し結成された国家連合体。ウクラ
イナは創立当初から関与していたが、ＣＩＳ憲章は批准せ
ず、正式メンバーとしてではなくＣＩＳ創設国・パートナ
ー国として活動に参加していた。ロシアによる2014年の
クリミア半島併合に反発し、2018年正式に脱退を表明。

▶国連憲章第51条
　 　国連加盟国への武力攻撃が発生した場合、安全保障理事
会が必要な措置を取るまでの間、個別的または集団的自衛
権の行使を認める条項。

▶国際刑事裁判所（International Criminal Court）
　 　国際法違反の犯罪である「集団殺害犯罪」「人道に対す
る犯罪」「戦争犯罪」「侵略犯罪」を犯した個人を国際法に
基づき訴追・処罰するための国際機関。所在地はオランダ
のハーグ。

　

第
２
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
内
政
の
変
化

が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
東
西
冷

戦
終
了
後
、
ユ
シ
チ
ェ
ン
コ
政
権
（
２

０
０
５
〜
２
０
１
０
）
が
欧
米
と
の
関

係
強
化
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、

次
の
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
政
権
（
２
０
１

０
〜
２
０
１
４
）
は
、
ロ
シ
ア
の
主
張

す
る
関
税
同
盟
へ
の
加
盟
を
見
送
っ
た

一
方
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
加
盟
も
目
標
と
せ
ず
、
ロ
シ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
外
交
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
よ
り
ロ

シ
ア
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
ポ
ロ

シ
ェ
ン
コ
政
権
（
２
０
１
４
〜
２
０
１

９
）
下
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
独
立
国
家
共

同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
を
脱
退
す
る
と
と
も

に
憲
法
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
目
標

を
明
記
し
、
西
側
へ
の
傾
斜
を
強
め

た
。
こ
の
一
連
の
変
化
に
よ
り
、
ロ
シ

ア
が
徐
々
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
影

響
力
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
逆
説

的
な
が
ら
ロ
シ
ア
の
行
動
を
説
明
す
る

背
景
要
因
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

要
因
❹

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大

要
因
❸

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
西
側
へ
の
傾
斜

　

第
３
に
国
際
シ
ス
テ
ム
的
な
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東

方
拡
大
だ
＝
右
下
図
。
当
初
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
拡
大
は
一
定
程
度
慎
重
に
行
わ
れ
た

と
言
え
る
が
、
そ
れ
で
も
２
０
０
８
年

の
ブ
カ
レ
ス
ト
宣
言
で
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と

な
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
一
文
が
挿
入
さ

れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
側
の

認
識
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
記
述
は
そ
の
後
の
宣
言
で
は
言
及
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
脳
会
議
で
は
ブ
カ
レ

ス
ト
宣
言
を
再
確
認
し
て
い
る
。

ＮＡＴＯの東方拡大、
　　プーチン氏のイデオロギー

　

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
国
際
社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。
佐
藤
准
教
授
は
❶
欧
州
の
安
全
保
障
体
制
に
お
け
る
変
化
❷
国
際
秩
序
と
平
和
へ
の
含

意
、
そ
れ
ゆ
え
の
反
発
❸
制
裁
の
下
で
の
ロ
シ
ア
の
孤
立
と
中
ロ
関
係
❹
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ

ン
ス
へ
の
逆
風
の
４
点
を
挙
げ
、
特
に
❷
に
関
連
し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
は
武
力
不
行
使

や
主
権
平
等
な
ど
と
い
っ
た
国
際
社
会
の
基
本
原
則
に
対
し
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
と
懸
念
を
示
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の

世
界
へ
の

影
響

　企画の後半には質疑応答も行われ、多くの質問が上が
った。一部を紹介する。

――ウクライナで民間人が戦闘に参加し、捕虜になった場合
は国際法上で捕虜と認められるか。また、ロシアがウクライ
ナ人を強制的に移動させたとの報道もあるが、それは合法と
認められるのか。違法だった場合は国際社会からどんな制裁
を受けることが考えられるのか。
宮内　文民が戦闘員と認められるには、組織だった行動かど
うかや、上官がいるかなどの４つの条件を満たしたり、群民
蜂起の場合は戦闘員（捕虜）として認められる。２つ目の質
問については、まず文民を狙ってはいけないのが大前提だ
し、占領軍は占領下の文民の生活を確保する責任がある。そ
れにもかかわらず連行された場合は違法となる可能性があ
る。ウクライナが賠償請求したり、裁判に訴えたりすること
などが可能だ。

――最近見たテレビドラマで主人公が言った「殺人事件その
ものを止める法律はなく、罰する法律はある」という言葉が
印象に残った。今回のウクライナ侵攻でも、武力侵攻を抑止
する法律はないということが証明されたと感じている。国際
法が抑止力を持つためにはどう改善したらいいのか。
宮内　武力行使を論じる時に必ず出る質問だ。国際社会は各
国が権力を分有している分権社会である。他国にまで自国の
権力を及ぼそうとする時に戦争が起こる。各国の権力闘争を
抑えるためには何が必要かとなると、例えば「世界連邦」な
ど強大な権力が必要になるという主張もあったが、実際には
難しい。これが国際社会だ。
　抑止できないことを嘆くよりも、いかに抑えるか、その手
段を考えることが必要だと思う。各国が自国の思惑で動くの
は国民の幸福のためだが、国益の実現もさることながら、自
分のこととして国際社会全体をどのように運営するのかとい
う視点から考える必要がある。

――仏大統領選でルペン候補がロシア寄りの発言を繰り返し
た。欧州の安全保障に影響は出るのか。
佐藤　影響が出ることは確かだ。ルペン氏はＥＵやＮＡＴＯ
に対しても批判を続けた。欧州の結束の在り方も変えるだろ
う。
※ 同選挙は４月24日に決選投票により現職のマクロン大統領がル
ペン候補を破り再選

「国際法が戦争の抑止力持つためには」
学生から質問

　
宮
内
教
授
に
よ
る
と
、総
会
と
加
盟
国
に
よ
っ
て
集
団
安
保
体
制
を
補
完
す
る
努

力
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、今
回
の
事
態
に
よ
っ
て
、国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
有

効
性
に
２
つ
の
レ
ベ
ル
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。１
つ
目
は
常
任
理
事
国
が

正
面
か
ら
武
力
不
行
使
原
則
に
違
反
し
た
初
の
事
例
で
あ
る
点
、２
つ
目
は
常
任
理

事
国
が
自
国
の
国
益
の
た
め
に
拒
否
権
を
行
使
し
て
安
保
理
が
機
能
麻
痺
し
た
点
で

あ
る
。拒
否
権
を
廃
止
す
れ
ば
済
む
問
題
で
は
な
く
、ま
た
、国
連
な
く
し
て
、ど
の
よ

う
に
武
力
不
行
使
原
則
を
遵
守
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
と
指
摘
す
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の

集
団
安
保

へ
の
影
響

　

安
全
保
障
上
の
論
点
と
し
て
は
、（
１
）

武
力
行
使
の
合
法
性
と
（
２
）
集
団
安
全
保

障
の
問
題
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
今
回
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
国
連
憲
章
51
条
の
「
自

衛
権
」
に
基
づ
く
と
主
張
し
、
根
拠
と
し

て
N
A
T
O
の
東
方
拡
大
、
ド
ン
バ
ス
地

域
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

な
ど
を
挙
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
説
得
力
は
な

く
、
国
際
紛
争
解
決
の
た
め
の
武
力
行
使
そ

の
も
の
で
あ
り
、
武
力
不
行
使
原
則
（
国
連

憲
章
２
条
４
項
）
の
あ
か
ら
さ
ま
な
違
反
で

あ
る
。

　

国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
も
危
機
に
曝さら

さ
れ
て
い
る
。
２
月
に
国
連
安
全
保
障
理
事

会
は
ロ
シ
ア
非
難
決
議
案
を
審
議
し
た
が
、

ロ
シ
ア
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
の
で
、
３
月

に
国
連
総
会
は
緊
急
特
別
会
合
を
開
き
、
ロ

シ
ア
非
難
決
議
を
採
択
し
た
。
ロ
シ
ア
の

「
特
別
軍
事
作
戦
」
の
宣
言
を
最
も
強
い
言

葉
で
遺
憾
と
し
、
停
戦
と
撤
兵
を
要
求
し
、

ド
ネ
ツ
ク
と
ル
ハ
ン
ス
ク
の
国
家
承
認
も
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
の
侵
害
に
当
た
る
と

非
難
し
た
。
加
盟
国
も
ロ
シ
ア
に
経
済
制
裁

を
か
け
て
い
る
。

　

戦
後
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
保
障
が
問
題

と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、「
永
世
中
立
」
は
安

全
保
障
方
式
と
し
て
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
際
、
ド
ン
バ
ス
地
域
を
含
む

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
が
条
件
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

論
点
❷

武
力
行
使
の
合
法
性

論
点
❸

国
連
の
集
団
安
保
の
状
況

論
点
❹

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
保
障

詳報は本学ＨＰ「国学院大学メディア」に掲載

長期化するウクライナ侵攻政治と法律の専門家の解説と分析、多くの学生が聴講
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今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
発
端

は
、
２
０
１
３
年
に
遡
さ
か
の
ぼる
。
２
０
１

３
年
11
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
間
で
進
め
て
い
た
連
合

協
定
締
結
を
、
ビ
ク
ト
ル
・
ヤ
ヌ
コ
ヴ

ィ
ッ
チ
大
統
領
（
当
時
）
が
延
期
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

　

こ
れ
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
反
政
府
デ

モ
が
次
第
に
拡
大
し
、
翌
14
年
２
月
に

政
府
と
の
間
で
大
規
模
な
衝
突
が
生
じ

る
と
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
元
大
統
領
は

ロ
シ
ア
へ
と
亡
命
し
た
。
親
欧
州
の
暫

定
政
権
が
樹
立
す
る
と
、
同
月
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
南
部
ク
リ
ミ
ア
半
島
で
親
ロ
シ

ア
派
武
装
集
団
な
ど
が
最
高
議
会
な
ど

を
占
拠
す
る
。
ロ
シ
ア
軍
も
活
動
す
る

中
、
３
月
16
日
（
現
地
時
間
・
以
下
同

様
）
ク
リ
ミ
ア
で
「
独
立
」
の
是
非
を

問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
の
独
立
と
ク
リ
ミ
ア
共
和
国
の

樹
立
が
発
表
さ
れ
る
と
、
ロ
シ
ア
は
直

ち
に
ク
リ
ミ
ア
を
併
合
し
た
。
同
年
４

月
、
親
ロ
シ
ア
勢
力
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

部
ド
ン
バ
ス
地
方
に
あ
る
ド
ネ
ツ
ク
、

ル
ハ
ン
ス
ク
両
州
の
支
配
地
域
で
「
建

国
」
を
一
方
的
に
宣
言
。
こ
れ
を
め
ぐ

り
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

15
年
２
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
隣
国
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
首
都
ミ
ン
ス
ク
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
の
４
カ
国
に
よ
る
首
脳
会
談
が
行
わ

れ
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
を
め
ぐ
る

紛
争
の
停
戦
に
合
意
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
ミ
ン
ス
ク
Ⅱ
合
意
」
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
13
項
目
か
ら
成
り
、
全
面
停
戦

や
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
）
に
よ
る
監
視
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ

シ
ア
国
境
の
管
理
回
復
、
外
国
部
隊
・

兵
器
・
傭
兵
の
撤
退
の
他
、
ド
ネ
ツ

ク
、
ル
ハ
ン
ス
ク
の
「
建
国
宣
言
」
し

た
一
部
地
域
の
暫
定
的
な
地
位
を
規
定

す
る
特
別
地
位
法
適
用
の
恒
久
化
や
脱

中
央
集
権
化
を
軸
に
す
る
憲
法
改
正
な

ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
が
、
以
降
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
は
停
滞
し
続
け
た
。

　

そ
し
て
今
年
２
月
21
日
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
、
ド
ネ
ツ
ク
、
ル
ハ
ン
ス
ク

州
で
「
建
国
宣
言
」
を
行
っ
た
２
地
域

を
そ
れ
ぞ
れ
国
家
と
し
て
承
認
す
る
大

統
領
令
お
よ
び
両
国
と
の
相
互
援
助
条

約
に
署
名
す
る
と
、
24
日
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
東
部
で
の
「
特
別
軍
事
作
戦
」
を
実

施
す
る
と
の
演
説
が
行
わ
れ
、
大
規
模

な
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
３
月
２
日
の
国
連
総
会
決
議
に

表
れ
た
よ
う
に
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
時
と

比
べ
て
も
国
際
社
会
か
ら
強
い
非
難
と

反
発
を
招
い
て
い
る
。

14
年
に
ク
リ
ミ
ア
危
機
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
膠こ

う

着ち
ゃ
く

一
連
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
経
緯

１
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
の
説
明
要
因

２
　佐藤准教授はロシアによる侵攻がなぜ行われたの
か、その決定を説明するために考えうる背景要因と
して次の４点を挙げ、それぞれについて論じた。

　

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
そ
の

演
説
の
中
で
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和

国
」、「
ル
ハ
ン
ス
ク
人
民
共
和
国
」
両

国
で
の
平
和
維
持
を
特
別
軍
事
作
戦
の

理
由
と
し
て
挙
げ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
ロ
シ
ア
へ
の
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
訳

で
は
な
く
、
こ
の
目
的
に
よ
る
キ
ー
ウ

へ
の
侵
略
に
正
当
性
を
見
出
す
こ
と
は

決
し
て
で
き
な
い
。

　

そ
れ
で
は
何
が
今
次
の
侵
略
を
説
明

す
る
要
因
と
な
る
の
か
。
第
１
に
プ
ー

チ
ン
大
統
領
個
人
の
要
因
を
考
え
る

と
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
２
０
２
１
年

に
「
ロ
シ
ア
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
歴

史
的
一
体
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文

を
発
表
し
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
は

ロ
シ
ア
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い

て
の
み
可
能
と
な
る
」
と
主
張
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
今

回
の
侵
攻
を
説
明
す
る
一
因
と
成
り
得

る
。

要
因
❷

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

要
因
❸

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
西
側
へ
の
傾
斜

要
因
❶

ド
ン
バ
ス
地
方
の
２
国
家
の
保
護

国
際
法
上
の
論
点

３　

安
全
保
障
上
の
論
点
と
し
て
は
、（
１
）

武
力
行
使
の
合
法
性
と
（
２
）
集
団
安
全
保

障
の
問
題
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
今
回
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
国
連
憲
章
51
条
の
「
自

衛
権
」
に
基
づ
く
と
主
張
し
、
根
拠
と
し

て
N
A
T
O
の
東
方
拡
大
、
ド
ン
バ
ス
地

　

続
い
て
宮
内
教
授
が
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
対
す
る
国
際
法
の
論
点
を
説
明

し
た
。
国
際
法
上
は
安
全
保
障
の
国
際
法
と
国
際
人
道
法
の
２
つ
の
枠
組
み
に
分
け
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
ま
ず
国
際
人
道
法
に
触
れ
た
上
で
、
安
全
保
障
上
の
論
点

を
詳
し
く
論
じ
た
。

　

国
際
人
道
法
上
の
論
点
と
し
て
は
、
国
際

刑
事
裁
判
所
（
I
C
C
）
の
対
象
犯
罪
の
う

ち
、
戦
争
犯
罪
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
人
道
に

対
す
る
犯
罪
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
、
既
に
I
C
C
の
管
轄
権
を
受

け
入
れ
て
い
る
の
で
、
40
カ
国
以
上
の
提
訴

を
受
け
て
、
捜
査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

武
力
不
行
使
原
則
と
国
連
体
制
へ
の

常
任
理
事
国
に
よ
る
挑
戦
の
危
険
性

論
点
❶

国
際
人
道
法

論
点
❷

武
力
行
使
の
合
法
性

（
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
戦
争
研
究
所
」か
ら
）

露
軍
が
占
領
し
た
地
域

ロシア

100km100km100km100km
黒海
クリミア半島

キーウ

マリウポリ
オデッサ

ル
ハ
ン
ス
ク

ルハンスク州

月5 日時点1

ドネツク州
ウクライナ

ベラルーシ長期化するウクライナ侵攻政治と法律の専門家の解説と分析、多くの学生が聴講
（
産
経
新
聞
提
供
）
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新型コロナ関連のお知らせ

内 新型コロナウイルス感染症に陽性／濃厚接触とな
った場合は以下の報告フォームに入力してくださ
い。必要に応じ保健室から電話で詳細を確認しま
す。
　［ 本学ＨＰ］▷［在学生・保護者］▷［学生生活
支援］▷［保健室］▷［登校停止感染症の手続
き］▷［新型コロナウイルス感染・濃厚接触者
等報告フォーム］

陽性／濃厚接触の場合は報告を

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

内 キャンパス内での集団感染を防ぐため、「基本的
な感染症対策」や「対面授業など登校時の具体的
な留意事項」などを心がけてください。
●基本的な感染症対策
　◇マスクの着用と咳エチケットの徹底
　◇手洗いや手指消毒の徹底
　◇３密（密閉・密接・密集）を避ける取り組みを
　◇換気（窓や扉の開放またはエアコン作動により）
　◇ワクチン接種
●感染リスクが高まる場面に注意
　◇飲酒を伴う懇親会や大人数での飲食
　◇マスクなしでの会話
　◇ 休憩・移動時の気の緩み（教室移動・更衣室など）
●対面授業など登校時の具体的な留意事項
　◇毎朝検温をし、「検温表」に記載・持参を
　◇食事の際は個食、黙食の心がけを
　◇ 体がだるい、熱がある、喉に違和感があるな
ど、いつもと体調が異なる時は登校を控え（登
校後は帰宅し）、医療機関受診を

　◇ ワクチン関連の欠席（接種日・副反応）は、
K-SMAPYⅡのＱ＆Ａで、担当教員へ連絡を

感染症予防／登校時の留意事項

内 本学では、渋谷キャンパスで新型コロナワクチン
の職域接種を実施予定です。今後の案内を確認
し、接種を希望する方は申込を行ってください。
　 ワクチン接種により副反応が起こる可能性はあり
ますが、自身の感染・重症化予防の他に、諸事情に
より接種できない方を守る「集団免疫」のメリット
もあります。この機会に接種をご検討ください。
【接種期間】６月23日㈭～26日㈰
【使用ワクチン】モデルナ社製
【対象者・案内配信方法】
　▷ 本学学生(学部生・院生・専攻科生・別科生)
には、K-SMAPYⅡの「お知らせ」で案内します

　▷本学教員・職員には、メールなどで案内します
【 接種条件】新型コロナワクチン２回目接種済（令
和３年12月22日までに完了されている方）

ワクチンの職域接種について（６月実施予定）さ、息苦しさなど）がある
　　▷嗅覚障害・味覚障害がある
●欠席連絡について（試験を含む）
　K-SMAPYⅡのＱ＆Ａで、担当教員へ連絡してく
ださい。該当する上記の「授業欠席の事由①～④」
を必ず記載してください（これらの事由による欠席
への配慮を教務部から担当教員へお願いしていま
す）。
　なお、追試手続きが必要な場合は、教務課・たま
プラーザ事務課にも連絡してください。
●登校停止期間の確認
　保健所・受診した医療機関の医師の指示に従って
ください。指示がない場合は、以下の資料を参照し
てください。
［ 本学ＨＰ］▷［在学生・保護者］▷［学生生活支
援］▷［保健室］▷［登校停止感染症の手続き］
▷［新型コロナウイルス：療養・待機期間につい
て］

「
学
修
時
代
」の
学
び 

〜
０
か
ら
の
出
発
〜

　

「
専
門
っ
て
、
何
で
す
か

？
」。
筆
者
が
学
生
の
た
め

の
就
活
を
し
て
い
た
際
、
こ

れ
と
類
似
し
た
問
い
か
け
を

複
数
回
、
人
事
課
の
方
か
ら

耳
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
決
し
て
大
学
教

育
を
疑
っ
て
の
問
い
か
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
び
の
ス

タ
イ
ル
へ
の
要
望
で
し
た
。

そ
れ
を
一
言
で
言
え
ば
、

「『
学
習
』
か
ら
『
学
修
』

へ
」、
で
す
。

　

国
学
院
大
学
の
学
生
手

帳
に
も
、「
学
習
」
と
は
記

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
学

修
」
で
す
。

　

で
は
、「
学
習
」と「
学
修
」

は
、ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
。

　

学
力
と
結
び
つ
け
て
言
う

な
ら
ば
、
前
者
は
学
ん
だ

力
、
後
者
は
学
ぼ
う
と
す
る

力
、
学
ぶ
力
、
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
す
力
と
言
え
ま
す
。

前
者
は
習
得
し
、
積
ん
だ
知

識
の
量
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うで
す
。
そ
れ

に
対
し
、
後
者
は
使
え
る
知

識
の
範
疇
で
す
。

　

こ
こ
で
、
学
び
の
あ
り
方

を
テ
ー
マ
に
す
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

　

本
学
学
生
は
確
か
に
、
真

面
目
さ
に
つ
い
て
は
伝
統
的

に
定
評
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
学
力
に
つ
い
て
は
、
必

ず
し
も
誰
も
が
自
信
を
持
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
か
ら

で
す
。

　

「
大
人
し
く
て
真
面
目
だ

け
れ
ど
、
い
ま
い
ち
覇
気
が

な
い
。
こ
の
会
社
は
私
を
ど

の
よ
う
に
使
い
た
い
の
か
、

と
逆
に
質
問
す
る
ぐ
ら
い
の

気
概
を
持
つ
学
生
さ
ん
が
い

て
も
良
い
の
で
は
」。
こ
れ

が
、
就
活
先
で
聞
い
た
本
学

先
輩
の
声
で
し
た
。

　

た
し
か
に
、
高
度
情
報
化

社
会
、
学
術
的
に
は
「
脱
工

業
化
社
会
」（
Ｄ
・
ベ
ル
）

以
前
の
工
業
化
社
会
に
お
い

て
は
、
知
識
の
量
で
個
人
の

能
力
が
測
ら
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
工
業
化
社
会
で

は
、「
同
じ
こ
と
を
、
同
じ

や
り
方
で
、
同
時
（
み
ん
な

一
緒
）
に
」、
上
意
下
達（
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
）方
式
で
、
業
務

は
遂
行
さ
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
知
識
の
量
が
指

数
倍
的
に
増
加
す
る
今
日
の

情
報
化
社
会
で
は
、
そ
れ
で

は
対
応
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
は

A
I
に
任
せ
て
、「
自
ら
考

え
、
自
ら
表
し
、
自
ら
実
行

す
る
力
」
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
社
会
が
、
大
学
教

育
や
そ
の
被
教
育
者
で
あ
る

学
生
に
求
め
る
の
は
、
ま
さ

に
「
学
修
」
な
の
で
す
。
百

点
の
正
解
答
が
あ
る
高
校
ま

で
の
受
験
教
育
と
は
異
な
る

の
で
す
。「
学
修
」
は
、
極

論
す
れ
ば
正
解
の
な
い
謎
解

き
作
業
と
も
言
え
ま
す
。

　

日
本
社
会
が
嘗か

つ

て
学
歴
主

義
社
会
だ
っ
た
の
は
、「
同

じ
こ
と
を
、
同
じ
や
り
方

で
、
同
時
（
み
ん
な
一
緒
）

に
」
の
工
業
化
社
会
の
行
動

原
理
（
エ
ト
ス
）
を
優
先
し

て
い
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
今
日
は
、
言
わ
ば

「
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
時
代
」。

す
な
わ
ち
、
事
業
企
画
な

ど
、
部
下
か
ら
上
司
に
発
案

す
る
時
代
な
の
で
す
。

　

ど
う
か
、「
学
習
」
だ
っ

た
高
校
時
代
の
学
力
の
自
信

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
学
び
に
弾は

じ

け
て
欲
し
い
」

と
願
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
大
学
の
学
び
は
、

「
０
か
ら
の
出
発
」
な
の
で

す
。

第11回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

●授業欠席について
　以下に当てはまる場合は登校を控え、対面授業は
欠席してください。
　①学生（本人）が感染・発症した場合
　②学生（本人）が濃厚接触者となった場合
　③同居者が濃厚接触者かつ④の症状がある場合
　④以下の症状がある場合
　　▷37.5℃以上の発熱がある
　　▷ 37.5℃以上の熱がなくても明らかな風邪症状

（平熱より明らかに高い熱、咳、強いだる

授業欠席／登校停止期間について

「３密」を避けよう「３密」を避けよう

密閉空間 密接場面 密集場所

咳エチケット咳エチケット

マスクがあれば
正しく着用する

服の袖や肘
ひ じ

の内側で
口と鼻を覆う

とっさ
の時は

ハンカチや
ティッシュペーパーで
口と鼻を覆う

マスクが
なければ
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
「指定寄付金」ご協力のお願い

内 学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独
自性のある教育研究体制を確立するため、広く寄付
を募っています。寄付の種類は「学生・生徒等の奨
学基金」「学生・生徒等の活動支援」「教育・研究振
興支援」「施設・設備充実支援」の４つに加え、学
生の課外活動（スポーツ強化部会など）を支援する
ための「課外活動支援」や「メッセージ募金」を設
けています。「メッセージ募金」は、スポーツなど
の課外活動に熱心に取り組む学生に向けて、ＨＰ上
からメッセージを直接投稿してもらう仕組み。ワン
コイン（500円）から寄付が可能で、メッセージは
そのまま専用ＨＰで公開されます（匿名可）。
申 専用用紙またはインターネットでのクレジットカー
ド決済（VISA、Mastercardの２種類）が可能です
問総務課（☎03・5466・0111）
　※ 本法人への指定寄付金は税制上の優措置を受ける

ことができます。寄付に関する情報は専用ＨＰ
（https//kifu.kokugakuin.ac.jp）で閲覧でき
ます

大学院体験授業のご案内

内 国学院大学大学院の通常授業を聴講できる体験授業
を昨年に続き開催します。本学大学院への進学に興
味を持つ本学の学部生の方であれば、どなたでも申
込が可能です。各曜日６回の授業が対象で、複数回
の受講も可能です。
　 この機会に「大学院の学び」に触れ、研究の楽しさ
や深さを体験してください。
日５月30日㈪～７月９日㈯
対学部１～４年生
場大学院各教室
申 大学ＨＰ（ＱＲコード）の申込フォーム
から
料無料
問大学院事務課（☎03・5466・0142）

TOEIC®学内テスト（第３回）

内 国学院大学英語教育センターは英語学修の促進のた
め、学内で団体受験特別制度（ＩＰ：Institutional 

Program）としてTOEIC®テストを実施していま
す。公開テストとＩＰテストのスコアの有効性は
TOEIC主催団体により同一とされていますが、一
部の企業や公務員採用試験、大学院入試などによっ
ては公開テストの結果の提出を求められる場合があ
りますので、留意してください。
日７月９日㈯
時 14時30分集合、17時15分解散予定
　（実際の試験時間は２時間）
場 渋谷キャンパス
対学部１～４年生、大学院生
申 詳細は大学ホームページ（ＱＲコード）、
K-SMAPYⅡの「お知らせ」で確認を
料3800円
問 英語教育センター（渋谷キャンパス百周年記念館１
階）

本学が参加予定の進学相談会
（５月下旬～６月） 合合

内 各地で開催される進学相談会に参加を予定していま
す。入学試験制度や本学の学びに関する最新情報を
もとに、進学に関する疑問や質問に直接お答えしま

す。本学への進学をお考えの受験生、保護者の方は
ぜひご来場ください。
　※ 今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大など
によって、変更が生じる場合があります

日・時・場別表参照
問入学課（☎03・5466・0141）

博物館
料無料
時 原則、水・木・金・土曜日の12時～17時（最終入館16時30
分）。短縮開館
※ 博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

内 昭和47（1972）年５月15日、アジア太平洋戦争
の終結後、米国の統治下にあった沖縄県が日本に
返還されました。今年はちょうど50年の節目の
年に当たります。また、さらに遡

さかのぼ

った150年前の
明治５（1872）年には日本の明治政府によって
琉球国の外交権が剥奪され、琉球藩が設けられま
した。その後、明治12（1879）年に琉球藩は廃
止されて、今日につながる沖縄県が設置されてい
ます。日本とは異なる琉球国が存在した沖縄の歴
史や文化に対する研究は「沖縄学」と呼ばれ、国
学院大学はその創設期から深い関わりを持ってき
ました。
　 そこで、国学院大学博物館では沖縄の本土復帰
50周年および琉球処分開始150周年を機会とし
て、企画展を開催することとしました。本展では
沖縄の歴史や文化について振り返るとともに、本
学と「沖縄学」研究との関わりについて再確認し
たいと思います。
日開催中～７月23日㈯
場企画展示室

企画展「沖縄復帰50年 うちなーぬ ゆがわりや 
琉球・沖縄学と國學院」

内 ４月２日から５月14日まで開催していた春の特
別列品「鎌倉幕府と執権政治」の解説動画を国学
院大学博物館オンラインミュージアムで公開して
います。本学図書館が所蔵する『吾妻鏡』や久我
家文書など貴重な資・史料を教員による解説とと
もに無料でご覧いただけます。会期中にお越しに
なれなかった方もぜひご覧ください。
　 視聴は以下の本学博物館公式YouTube
（ＱＲコード）から

オンラインミュージアム
春の特別列品「鎌倉幕府と執権政治」

解説動画のご案内

キャリアサポート
※ 詳細確認・申込はK-SMAPYⅡから行って下さい

内 インターンシップ参加に向けて、面接やグループ

〈インターンシップ対策講座〉
グループディスカッション＆面接対策講座

内 公務員試験の２次試験に向けて、個別での面接練
習を行います（状況によりＷＥＢで実施）。
日６月16日㈭・27日㈪、７月７日㈭
時10時10分～（個人ごと異なります）
対４年生

公務員２次試験対策講座（面接練習会）

内 この相談会では、個別でインターンシップについ
ての不安、疑問をオンラインで相談できます。ぜ
ひご参加ください。
日５月30日㈪、６月１日㈬
時12時10分～13時
対１～３年生

インターンシップなんでも相談会

ディスカッション突破のポイントを解説します。
場面や雰囲気に応じた発言やコミュニケーション
を取れる適応力を身につけましょう！
日６月８日㈬
時16時10分～17時40分
対１～３年生

場渋谷キャンパス常磐松ホール
定 100名（事前申込・先着順）
料無料
申博物館ホームページ（ＱＲコード）から
※ 定員に達した場合は受付を終了いたしま
すので予めご了承ください
※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大など国内の状
況に大きな変化があった場合には、中止を含め変更
が生じる場合があります

第47回日本文化を知る講座
「沖縄復帰50年 歴史・文化・沖縄学」

内 ３人の講師が沖縄の歴史や文化、沖縄学について講
演を行います。本学博物館で開催する沖縄復帰50
年の企画展の関連イベントです。
日７月２日㈯
時13時30分～17時

イベント

令和４年度 進学相談会一覧（～６月）
都道府県都道府県 都 市都 市 会 場会 場 開催日開催日 時 間時 間
茨 城 水 戸 リリーアリーナMITO ５月26日㈭ 10：40～18：00
東 京 水道橋 東京ドームシティ ５月27日㈮ 13：00～18：00
東 京 渋 谷 渋谷ヒカリエ　ヒカリエホール（9階） ５月28日㈯ 10：30～17：00
群 馬 高 崎 ビエント高崎 ５月29日㈰ 11：30～17：00
埼 玉 春日部 ふれあいキューブ ６月 １日㈬ 13：00～18：30
神奈川 横 浜 横浜新都市ホール（横浜そごう） ６月 ４日㈯ 13：00～17：00
栃 木 宇都宮 日環アリーナ栃木 ６月 ７日㈫ 14：00～18：30
愛 知 名古屋 ナディアパーク　デザインセンタービル ６月11日㈯ 10：00～17：00
千 葉 幕 張 東京ベイ幕張ホール ６月12日㈰ 11：00～16：00
広 島 広 島 広島国際会議場 ６月12日㈰ 10：00～17：00
長 野 長 野 ビッグハット ６月15日㈬ 14：30～18：30
長 野 松 本 やまびこドーム ６月16日㈭ 13：55～18：30
埼 玉 川 越 ウェスタ川越 ６月17日㈮ 14：00～17：30
大 阪 梅 田 梅田センタービル ６月18日㈯ 10：00～17：00
福 岡 福 岡 エルガーラホール ６月19日㈰ 10：00～17：00
山 梨 甲 府 アイメッセ山梨 ６月19日㈰ 12：00～17：00
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ ６月19日㈰ 11：00～16：00
東 京 文 京 文京シビックセンター　スカイホール（26階） ６月22日㈬ 10：30～15：00
北海道 札 幌 ベルヴュオフィス札幌 ６月25日㈯ 10：00～17：00
宮 城 仙 台 仙台国際センター ６月26日㈰ 12：00～17：30
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（
談
）

たいら・ゆうな　国学院大学神道文化学部卒業。小学生のとき映画オーディションに合格し芸能界入り。その
後、映画、テレビドラマ、バラエティー番組などで活躍、CM出演も多数。令和4年にミュージカル「奇跡の
人」で舞台初出演。

　隔週１回、野中哲照先生（文学部教
授）のもとで『平家物語』の一部分を参
加者全員で読み、それぞれが文章の中か
ら感じ取ったことや疑問点について話し
合います。自由参加制のため、忙しい方
でも無理なく続けることができます。専
門知識も必須ではないので、『平家物語』
に触れてみたいという方はぜひお気軽に
お越しください！

ここが自慢！ 文章を丁寧に検討するこ
とで、古典文学に限らず

さまざまな場面で応用できる「読み」の
力が身につけられます！

構 成 １年１人、２年３人、３年６
人、４年４人、大学院生１人

活動場所 渋谷キャンパス、Zoom
Twit ter @Heikeken1

　長唄とは、歌舞伎舞踊の伴奏音楽とし
て発展してきた三味線音楽の一つです。
長唄研究会では、三味線と唄を学び、日
本文化の実践を行っています。練習は週
に１回程度で、会員のほとんどは初心者
です。毎年年末に他大学と合同で開催さ
れる「学生長唄連盟演奏会」に向けて稽
古を重ねています。長唄を通じて江戸時
代からの日本文化に触れてみませんか。

ここが自慢！ 一生続けられる趣味にな
ります。江戸の文化や風

物、歌舞伎や能狂言などさまざまな日本
文化を学ぶ機会にもなります。

構 成 １年５人、２年１人、４年１人
活動場所 【渋谷】若木会館共用室ほか
Twit ter @kokudai_nagaken

平家物語研究会 長唄研究会
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団体・個人の成績
剣道部＝男子第68回関東学生剣道選手権大会が
５月８日、日本武道館（東京都千代田区）で開催
され、同部の野口修選手（経ネ４）が４回戦まで
進み、第70回全日本学生剣道選手権大会の出場
権を獲得した。
蹴球部＝同部が所属する東京都大学サッカーリー
グ戦１部は５月15日時点で延期となった試合を
除き、第７節までが終了。同部は６戦中４勝２敗
・勝点12となり全12大学中１位となっている。
卓球部＝令和４年度関東新人選手権大会が４月
29日㈮～30日㈯に座間市立市民体育館（神奈川
県座間市）で行われた。
　同部女子はシングルスで泉田和抄選手（経
１）、加賀美恵奈選手（神文１）がベスト８、ダ

ブルスで鯨津萌々子選手（経２）・泉田選手のペ
アがベスト８に入賞した。
バスケットボール部＝第71回関東大学バスケッ
トボール選手権大会が４月23日～５月８日にか
け全90大学が参加して行われた。同部男子は、
１回戦の都留文科大学に151－34、２回戦の上智
大学に102－50で勝利。３回戦で東海大学に50－
114と敗れ敗退した。
　第56回関東大学女子バスケットボール選手権
大会が４月23日から５月８日にかけ全70大学が
参加して行われた。本学女子は１回戦シードとな
り、２回戦で神奈川大学に109－57、３回戦で青
山学院大学に87－65と勝利。４回戦で早稲田大
学に58－96と敗れベスト16となった。

強化部会の主なスケジュール
柔道部＝東京学生柔道優勝大会（男子71回・女子33
回）（５月29日㈰・日本武道館〈東京都千代田区〉）
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部対東京農業
大学戦（５月28日㈯）、対上智大学戦（６月５日㈰）
卓球部＝関東学生卓球選手権大会（６月14日㈫～16
日㈭・所沢市民体育館〈埼玉県所沢市〉）、第91回全
日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）（７月６日
㈬～９日㈯・スカイホール豊田〈愛知県豊田市〉）
バスケットボール部＝第62回関東大学バスケットボ
ール新人戦（６月６日㈪～12日㈰・大田区総合体育
館ほか）
　第12回関東大学女子バスケットボール新人戦（５
月21日㈯～６月12日㈰・各体育館ほか）

ソフトテニス部

春季首都リーグで男女とも活躍
　国学院大学ソフトテニス部が所属する首都学生ソ
フトテニス春季リーグ１部が、男子は４月17日、
女子は４月24日に本学相模原グラウンドテニスコ
ートで開催され、同部は男女で優勝する活躍を見せ
た。
　１部リーグ戦は、無観客で部員による声援も禁止
とするなど新型コロナウイルス感染症の予防策を講
じ、男女とも所属する６大学総当たりの団体戦で実
施された。
　男子は各大学とダブルス４試合、シングルス１試
合の計５試合で勝敗を決する方式で行われた。初戦
の駿河台大学戦は接戦となるも３－２で制し勢いを
つけると、専修大学、東海大学、帝京大学、東京経
済大学と立て続けに勝利。５戦全勝で勝点５とな

り、昨年度の秋季リーグに続き２連覇を果たした。
　女子は各大学とダブルス２試合、シングルス１試
合の計３試合で対戦。駿河台大学、文教大学との対
戦では各試合で競り合いのなか、粘りのプレーを見
せ２連勝とすると、続く順天堂大学にも勝利。第４
戦では東海大学に惜しくも敗れたものの、優勝のか
かった東京経済大学との直接対決で勝利を収め、５
戦４勝１敗で勝点４を獲得し優勝。令和３年度の春
・秋季リーグに続き３連覇を成し遂げた。
　同部は令和３年度秋季リーグに続き、２季連続で
の男女同時優勝を果たし、５月に行われる予定の関
東リーグ戦（男子１部、女子２部所属）など今後の
大会に向け、弾みをつける結果となった。
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ユニバーシティゲームズ 2年連続の延期
日本代表内定の4選手を紹介

　国際大学スポーツ連盟（ＦＩＳＵ）は５月６日、
中国・成都で６月25日から７月７日に開催予定だ
った大学生の世界大会「ワールドユニバーシティゲ
ームズ」（旧・ユニバーシアード）を、2023年に
延期すると発表した。３月以降、中国で新型コロナ
ウイルス感染症が再拡大し、収束が見込めないため
の措置で、昨年に続き２回目の延期となった。
　本学からは、学生３人と院友（本学卒業生）１人
の４選手が３競技で日本代表に内定しており、初め

て同一大会に複数名、複数競技に出場し世界の舞台
に挑む予定となっていた。
　大会への出場は叶わなくなったが、今回、日本
代表の座を勝ち取っていたのは、学生が柔道男子
90Kg級で押領司龍星選手（経営４）、陸上競技男
子ハーフマラソンで中西大翔選手（健体４）と平林
清澄選手（経営２）。卒業生は卓球女子の阿部里歩
選手（令４卒・130期神文、豊田自動織機）で、本
学在学中に行われた選考大会の結果で代表となって

いた。
　過去、同競技会には本学から柔道男子81kg級に
川上智弘柔道部コーチ（2011年中国・深圳）、同
60kg級に藤阪泰恒さん（平31卒・127期健体育、
17年台湾・台北）が出場しともに金メダル、陸上
競技男子ハーフマラソンに秦玲さん（平16卒・
112期経、03年韓国・テグ10位）が出場、島﨑慎
愛選手（経営４）が延期となった昨年大会代表とな
っていた。

柔道男子 押領司選手 陸上男子 中西選手

写真提供：月刊陸上競技写真提供：月刊陸上競技 写真提供：月刊陸上競技写真提供：月刊陸上競技 本紙令和３年11月号取材時本紙令和３年11月号取材時

陸上男子 平林選手 卓球女子 阿部選手

写真提供：ソフトテニス部写真提供：ソフトテニス部

写真提供：ソフトテニス部写真提供：ソフトテニス部
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硬式野球部

東都大学野球春季リーグ 連覇ならずも2位で終盤戦へ

柔道部

全日本強化選手選考会 押領司選手がベスト８
男子66kg級で卒業生が優勝・準優勝

　初の地方開催で開幕を迎えた東都大
学野球１部春季リーグは、第２週から
神宮球場に舞台を戻し全６週中５週ま
でを終了。国学院大学硬式野球部は、
５月17日の第５週終了時点で６勝５
敗０分、勝点２で２位となっている。
　開幕戦で中央大学に２連勝し首位発
進となった同部は、第２週で亜細亜大

　柔道の全日本強化選手選考会が５月７日から８日に
講道館（東京都文京区）で開催され、国学院大学柔
道部からは押領司龍星選手（経営４）、川田武史選手
（経４）が出場した。この大会は昨秋に開催予定であ
った講道館杯が１月に延期となり、最終的に中止とな
ったことを受け、今年の強化選手を選考するための代
替試合として開催された。
　男子73kg級の川田選手は、１回戦で岡山岳人選手
（桐蔭横浜大学）に小外刈りで技ありを奪い勝利し
た。２回戦で吉田優平選手（自衛隊体育学校）に敗れ
ベスト16となった。
　男子90kg級に出場した押領司選手は、１回戦シー
ドとなり、２回戦から登場。長濱佑飛選手（東海大
学）との対戦では、得意の背負い投げを決め一本勝

ち。続く３回戦では白川剛章選手（パーク24）と互
いに攻め手を欠き、それぞれ指導を受けるなか延長戦
に突入。試合開始から８分を過ぎ、押領司選手が３つ
目の指導を受け反則負けを喫した。押領司選手はベス
ト８となり、秋に開催される講道館杯への出場権を獲
得した。
　院友（本学卒業生）からは４選手が出場した。男子
66kg級決勝では院友同士の対戦となり、武岡毅選手
（令４卒・130期日文、パーク24）が優勝、相田勇
司選手（令４卒・130期法、ＡＬＳＯＫ）が準優勝と
なる活躍を見せた。同級では新井雄士選手（令４卒・
130期史、皇宮警察）がベスト16に、男子90㎏級で
は北野裕一選手（平25卒・121期経営、国学院大学
栃木学園）がベスト４に入った。

学と対戦した。４月12日の第一戦は
１－５と敗れたが、翌13日の第二戦
では一回表に柳舘憲吾選手（法２）の
適時二塁打で先制すると、その後も得
点を重ね４－１で勝利。第三戦は４－
13と敗れ１勝２敗となった。
　第３週では日本大学と対戦。４月
19日の第一戦では五回裏に先制され

るが七回表に山村航大選手（日文４）
のソロ本塁打で１－１と追いつき、九
回表に相手の四球、失策から１点を加
え２－１で勝利した。20日の第二戦
は１－４、21日の第三戦は０－１で
敗れた。
　順位争いが佳境を迎えた第４週は青
山学院大学と対戦。４月26日の第一
戦は六回表、山本大輔選手（健体４）
のソロ本塁打で先制すると七回表にも
１点を追加。九回裏に１点を奪われた
が守り切り、２－１で制した。先発の
坂口翔颯選手（経営２）は、八回途中
までを投げ、４安打に抑える好投を
見せた。翌27日の第二戦では、０－

３とリードされ迎えた八回裏、本学打
線が爆発。無死一塁から山本選手が２
ラン本塁打を放ち２点を返すと打順は
クリーンナップを迎え、三番の柳舘選
手、四番の青木寿修選手（経ネ４）が
ヒットで出塁。１死一・三塁とすると
五番の伊東光亮選手（経２）が３ラン
本塁打を放ち５－３と逆転する。その
後は最終九回で登板した瀬崎絢選手
（経３）が相手打線を抑え込み、見事
な逆転勝利で２連勝となった。
　１部リーグは第４週終了時点で勝点
数から亜細亜大学の優勝が決定。本学
硬式野球部は残る第６週で２位争いに
挑む。

東都大学野球１部春季リーグ順位表（５月17日時点）
順位 大学名 勝数 負数 分数 勝率 勝点
1 亜 細 亜 大 学 9 3 0 0.750 4
2 国 学 院 大 学 6 5 0 0.545 2
3 中 央 大 学 5 5 0 0.500 2
4 青山学院大学 5 6 0 0.455 2
5 駒 沢 大 学 5 7 0 0.417 1
6 日 本 大 学 3 7 0 0.300 1
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ベスト８となった押領司選手（写真は昨年の全
日本学生柔道体重別選手権大会）
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